








　Books are foundation of library materials, which represent media itself in a broad sense. 
Thus it is considered that history of books is the media history. Historical science is to verify 
the history of speciﬁ c incidents, and media is the description of those history. Recognizing 
these media visually may be contributory for us to comprehend media history contemporarily. 
Here we describe the utilization possibility of museum materials in lectures on history of 
books/libraries.
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－ 129 －
ものも含め幅広くも比較的深い内容が記述されている点でも良書といえる。一つ難点を挙げれば、
章にあたるUNITが 25 となっており、15 回の授業にどのように充当するか未だに苦心している。
　こうした経緯をふまえ 2017 年度は、学部の授業は教科書に千錫烈編著『ベーシック司書講座・





































































































（古代エジプト発祥、紀元前 3500 年前頃から紀元後 1000 年頃まで）のあたりから薄いものとな
る。パピルスに続く薄いメディアとしては、羊や山羊の皮をなめして作るパーチメント（羊皮紙。


































































には百万塔陀羅尼、各種の糸綴じ本がある。百万塔陀羅尼は 764 年から 770 年にかけて称徳天皇
























































大学の共通教育科目が 240 人教室の授業で、そちらでも使えるように 2個購入できればと考えて
いた。しかしながら、販売されていた粘土板のレプリカが 2000 円弱で、1個としてはそれほど
















































（22 分）17。『図書館とこどもたち―ある市立図書館の自動奉仕―』は 1979 年に制作され、初期の
日野市立図書館の様子が児童サービスを中心に記録されている（30 分）。






































































る（「UNIT-4記録メディアの歴史 記録メディアの発展 (3)」、小黒前掲書、24～ 27ページ）。
 3 講義概要 2017（文学部図書館学課程 https://www.jissen.ac.jp/life/lesson_and_unit/u92b6g0000001fdt-att/15_2017_
s_dai_tosyo.pdfおよび短期大学部図書館学課程 https://www.jissen.ac.jp/life/lesson_and_unit/u92b6g0000001fdt-
att/23_2017_s_tan_tosyo.pdf）。以下、インターネット情報の最終閲覧日はいずれも 2017年 10月 8日。





 6 概要としては、遅塚、前掲書、1～ 13ページを参照。


















17 詳細は同 DVD付属の『映像でみる戦後日本図書館のあゆみ 解説』（日本図書館協会、2014年）を参照。
CIE＝民間情報教育局（Civil Information and Education Section）：敗戦後日本を占領統治した連合国（軍）最
高司令官総司令部（GHQ/SCAP: General Headquarters/Supreme Commander for Allied Powers）の部局の一つで、
教育関係などを統括した。
18 たとえば、光岡寿郎『変貌するミュージアムコミュニケーション―来館者と展示空間をめぐるメディア論的
想像力―』（せりか書房、2017年）。
